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1. はじめに

地下鉄や商業施設，ホテルの壁面，床，柱など

に使用されている石材中には，化石が含まれるこ

とがあり，1980 年代に身近な理科教材としての

提案がなされ，多数の一般書などが出版されてき

た（三宅・川瀬，1993；大野・下坂，2000；木村・

高久，2006など）．近年は，西本昌司による書籍（西

本，2017，2020）や，漫画（早良，2019），Web

記事（好書好日，2020；日本科学未来館 科学コ

要旨：地下鉄や商業施設，ホテルの壁面，床，柱などに使用されている石材中には，化石が含ま
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的な古生物学の教材となることを目指し，化石頭足類アンモナイトに着目し，古生物学的視点か

ら観察・考察を行った．石材中のアンモナイトは様々な断面で切断されているが，このうち縦断

面からは螺環断面形態を観察することができ，その特徴から分類をさらに絞ることができる場合

がある．横断面では，殻内部構造である隔壁の間隔に注目することで，成長段階を推測できる．

また，アンモナイトの殻の保存状態に着目すると，その破損程度は様々であり，それぞれの化石

化過程を推測できる．以上のように，様々な視点で観察・考察が可能である建築石材は，古生物

学を学ぶ上で優れた教材となりうるかもしれない．
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Abstract: Building stones used for walls, floors, and pillars in subways, department store, and hotels 
sometimes contain fossils, and have attracted attention as teaching materials for science education. In 
this paper, ammonoids are observed and discussed from a paleontological viewpoint, with the aim of 
making fossils in building stones more advanced educational material for paleontology. Ammonoids in 
the stone are cut into various cross-sections, of which the vertical section allows us to observe the whorl 
shape, which may allow us to identify more detailed classification. In the median section, the growth 
stage can be estimated by the mature modification in the septal crossing. In addition, by focusing on the 
preservation of ammonoid shells, the taphonomic history might be assumed. As described above, building 
stone materials, which enable paleontological observation and examination from various viewpoints, 
might be an excellent educational material for studying paleontology.
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なり異なる．化石を横方向に切断すると図 1a - b

のような螺旋型として見られるが，縦方向に切断

すると図 1c のような形として観察される．また，

斜めに切ると，その切断面は図 1d の通り少し曲

がったソーセージのような形に見える．

横方向で切断され，綺麗な螺旋型が見られる

ものは，いかにもアンモナイトらしく，見つける

と思わず楽しくなってしまうという意味で，“ア

タリ”の化石かもしれないが，実は，縦断面か

らしか得られない情報もある．その一つが螺環断

面形態である．螺環断面形態はアンモナイトの

分類において非常に重要である（例えば，Korn， 

2010；Klug et al., 2015a）．横断面からは，螺環

拡大率のほか，後述する隔壁形状などの情報が得

られるが，「それがアンモナイト類である」以上

のこと，つまりアンモナイト亜綱（Ammonoidea）

より細かい分類（目科属種）を絞ることは基本的

には難しい．一方で，縦断面で観察できる螺環断

面形態からは分類をさらに絞ることができる場合

がある．図 2a は老舗デパート，日本橋三越本店

の石材（ネンブロロザート，イタリア，ジュラ紀

後期），図 2b は東京メトロ銀座線三越前駅の改

札を出たところにある地下通路内の柱の石材中に

観察できるアンモナイトである（ジュラマーブ

ル，ドイツ産，ジュラ紀後期）．図 2a では腹側が

尖った三角形に近い Oxyconic な螺環形態が確認

でき，ジュラ紀に生息したアンモナイト類の中で

はオッペリア科（Oppellidae）などが考えられる

（Arkell et al., 1957）．一方，図 2b ではかまぼこ

型の螺環断面とその表面に複数の突起が確認でき

る．突起は側面中央付近と側面の臍付近に 1 〜 2

対ある．突起の数の変異は切断面の問題のほか，

個体発生変化や保存状態によるものかもしれな

い．このような側面に突起がある螺環をもつ分類

群は，石材の年代を考慮するとアスピドセラス科

ミュニケーターブログ，2023）などを通し，特

に注目を集めている．また，大学の教員免許取得

課程における実践研究例も報告されている（平田，

2021）．

アンモナイト類は，古生代デボン紀〜新生代古

第三紀初頭にかけて生存した化石頭足類であり，

初等教育課程における教科書で「示準化石」の代

表例として紹介されるほか，自然史系博物館で化

石が展示されていることから，古生物の化石の中

でも特に知名度が高い分類群と言える．炭酸カル

シウムでできた螺旋状の殻は，地層中に化石とし

て極めて残りやすく，建築石材の中でもごく普遍

的に化石が見つかる（西本，2017，2020）．その

わかりやすい螺旋状の形態と知名度の高さを前提

として，石材中に含まれるアンモナイトからは，

長い時間軸での地球史・生命史や地層の堆積環境

などを体感的に理解することが可能である．しか

しながら，螺旋状であるということ以上に，具体

的にどのような殻形態であるかということや，ど

んな生き物であったのか，つまり個体発生や生態，

また，なぜそのような保存状態で石材中に観察さ

れるのか（＝タフォノミー）にまで踏み込んで解

説されたものはこれまで少なく，アンモナイトの

もつ古生物学的な教育効果が十分に発揮されてい

ない部分があった．そのような背景を踏まえ，本

稿では，石材中のアンモナイト化石の観察がより

高度な古生物学的な教育に発展することを目指

し，石材に含まれるアンモナイト化石を観察・考

察することで見えてくる古生物学的側面の一端を

紹介したい．

2. 石材中のアンモナイトの観察と考察

2.1　切断面からは何がわかるか

アンモナイトの殻の見え方は切断面により，か
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図 1　石材中のアンモナイトの様々な切断面の例．a-b：横断面，a:Jヴィレッジ（福島県楢葉町），ジュライエロー，

ドイツ産，ジュラ紀後期．b：日本橋三越本店（東京都中央区），ネンブロロザート，イタリア，ジュラ紀後期．c：

縦断面，横浜駅東口地下街ポルタ（神奈川県横浜市），ロッソマニャボスキ，イタリア，ジュラ紀後期．d：斜断面，

東京メトロ三越前駅改札付近地下通路（東京都中央区），ジュラマーブル，ドイツ産，ジュラ紀後期．

図 2　縦断面のアンモナイト．a：日本橋三越本店（東京都中央区），ネンブロロザート，イタリア，ジュラ紀後期．

b：縦断面，東京メトロ三越前駅改札付近地下通路（東京都中央区），ジュラマーブル，ドイツ産，ジュラ紀後期．
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の化石で見られている隔壁は，形状が箇所によっ

て異なっている．左上およそ 1 /4 周（約 90 度）

の範囲ではやや単純で，その前後の成長段階で

ある左下部分と右上部分では，アンモナイト目

（Ammonitida）に特有のやや複雑な縫合線模様が

見えている．切断面から分類を特定することはで

きないが，臍が比較的狭い種であることが窺え

る．この化石で見られる殻口側の最後の 2 つの

隔壁に注目すると，ほかの箇所に比べてやや間隔

が近いことに気が付く．切断面の傾きや殻の破損

を考慮しても，2 つの隔壁の間隔は確かに狭まっ

ている．未成熟期末〜成熟期のアンモナイトには

それまでの成長過程では現れなかった形態変化が

（Aspidoceratidae）などが候補として挙げられる

（Arkell et al., 1957）．このように，ひとことでア

ンモナイトと言っても，様々な種類のアンモナイ

トが含まれていることがわかる．

2.2　個体発生段階

横方向や横方向に近い斜め向きに切断された

アンモナイト化石では，内部の隔壁が連続的に観

察できるものがある．図 3 は，福島県楢葉町に

ある J ヴィレッジのホテル内の床材で観察された

アンモナイトである．保存されている範囲で直

径約 10cm，保存されていない住房を含めた元々

の大きさは 20cm 近くになると推測される．こ

図3　最終隔壁とその前の隔壁の間隔に狭まりが見られるアンモナイト．Jヴィレッジ（福島県楢葉町），

ジュライエロー，ドイツ産，ジュラ紀後期．
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現れることがあり，それらは mature modification

と呼ばれる．殻の巻き方が変化する場合や殻表面

装飾が変化する場合のほか，内部構造に変化が

生じることがある（Klug et al., 2015b）．隔壁間

隔の狭まりや隔壁の肥厚化はその一つで，様々

な時代の分類群において広く観察される（例え

ば，Westermann, 1971；Ebbighausen and Korn, 

2007；Korn et al., 2010；Klug et al., 2015b；

Aiba, 2022）．また，現生オウムガイの成熟殻に

おいても確認されている（Willey, 1902）．ただし，

隔壁間隔は成長を通して変化し，何かしらの要因

により隔壁の急激な狭まりが生じることが稀にあ

り，成熟を示す確実な特徴ではないということに

注意が必要である（Kraft et al., 2008）．また，隔

壁間隔の狭まりは，分類群により現れやすいもの

と現れにくい（または現れない）ものがある．件

の化石で見られる隔壁の狭まりは，この個体の成

長段階が未成熟期の末期〜成熟期であることを示

しているのかもしれないが，1 個体の観察だけで

は断言できない．隔壁の狭まりを同種と思われる

複数個体で同様に見られるかどうかを確認するこ

とに加えて，ほかの mature modification も合わ

せて観察されると，成長段階の認定の確実性がよ

り増すであろう．

2.3　タフォノミー

石材中に見られるアンモナイトの殻の保存状

態は石材により様々であり，アンモナイトが死ん

でから化石になるまでの過程が見えてくる（生物

の遺骸が化石になるまでの過程を明らかにしよう

とする学問をタフォノミーという）．例えば，図

4 の化石は，お台場の商業施設，アクアシティお

台場のテラスの床材中に見られるアンモナイトで

ある．図 4 で色の濃い部分が住房，その奥の色

が薄い部分が気房である．この石材中のアンモナ

イトは大抵の場合，欠けがなく，殻口まで綺麗に

保存されているほか，軟体部内の摂餌器官である

顎器が殻と共に保存されていることもある．この

ような保存の良さはこの地域の堆積環境に理由が

ある．堆積当時，この場所は温暖な環境で，浅く

流れがほとんどないような穏やかなラグーンが広

がっていて，海水が蒸発しやすく，特に底の方は

図 4　殻がほとんど破損せず

に保存されている例．アクア

シティお台場（東京都港区），

ゾルンフォーへン石灰岩，ド

イツ，ジュラ紀後期．
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埋没後に再堆積した可能性も考えられる（Wani, 

2001）．殻の破損がどのタイミングで生じたもの

かを特定するには，周囲の破片や，隔壁内への堆

積物の侵入などに着目してより詳しく観察する必

要がある．

図 5 のアンモナイトは横浜駅東口地下街ポル

タの床タイルの石材中に観察されるものである．

この石材には，アンモナイトがそれなりに豊富に

含まれるが，多くの化石は破損が著しく，ほとん

どが断片化している．図示している個体は保存状

態が比較的良い方である．このアンモナイトの住

房の部分に注目すると，多数の小さな化石が見え

る．これらには，二枚貝のほか，小型のアンモナ

イトも含まれている．大きなアンモナイトの住

塩分濃度が高くなり，底生生物が生息すること

ができなかったと考えられている（Kölbl-Ebert, 

2014）．ラグーンに迷い込んだアンモナイトが死

に，軟体部がついたままその場に沈み，底生生物

に乱されることなく化石になったと推測される．

一方で，殻に破損が見られる個体（図 2b，図 3）

については，ゾルンフォーへン石灰岩のアンモナ

イトと異なる化石化過程が推測される．殻が破損

している個体は，死んだ後，速やかに埋没せず表

層を漂流したり，海底に沈んだ後に底流によりほ

かの生物遺骸などと共に流されたりして，その過

程で互いに衝突したり，障害物に衝突したりした

結果，殻が破損した可能性がある（例えば，前

田，1999；Maeda et al., 2003；Wani, 2004）．また，

図 5　シェルター保存の可能性がある例．横浜駅東口地下街ポルタ（神奈川県横浜市），ロッソマニャボスキ，

イタリア，ジュラ紀後期．
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房の部分に小さな化石が保存されているこのよ

うな産状はシェルター保存と呼ばれる（Maeda, 

1991）．海底に寝そべった大きなアンモナイトの

住房の部分に，底流により流されてきた小さな化

石がトラップされ，大きなアンモナイトが“防

空壕”，小さな化石が“避難者”となり，住房内

の小さな化石は溶解や破損を免れ，周囲の堆積物

中よりもよく保存されるという現象である．シェ

ルター保存は北海道の白亜紀のアンモナイトにお

いて詳しく検討されたが，時代を超えて知られる

現象であり，時代ごと環境ごとに，“防空壕”と“避

難者”の役となる生物が異なる（Maeda, 1991；

Davis et al., 2001；Fatka et al., 2021；Salamon et 

al., 2023）．タイル全体を見ると，アンモナイト

の周りの部分の岩石中には，住房内に保存されて

いるような保存の良い小さなアンモナイトの化石

は少ないように見える（図 5）．住房内の小さな

化石はシェルター効果により良く保存されたもの

かもしれない．また，アンモナイトの部分は周囲

の基質と比較して赤みが少ないことも観察事項と

して挙げられる．

3. まとめ

アンモナイト化石は世界中の地層中に豊富に

含まれており，殻の外形だけでなく，内部構造も

含めて観察することで，分類，古生態，生活史，

タフォノミーなど様々なことを知ることができ

る．しかし，内部構造を観察するためのアンモナ

イト化石の研磨は，意外と手間がかかる作業で，

また大型になるほど難易度も上がる．石材中の化

石の切断面は，もちろんランダムであるので，正

中面や巻きの中心を左右の偏りなく正確に切断さ

れることはほとんど期待できない．しかしながら，

アンモナイトの様々な切断面の標本を大量に，か

つ安全・手軽に観察できることは，石材観察の大

きなメリットの一つである．管理者の理解が得ら

れれば，定量的な解析にも向いているかもしれな

い．ここで紹介したいくつかの観察・考察事例は，

いずれも予察的なものであり，より詳細に検証さ

れるべきものである．本稿で何よりも伝えたかっ

たのは，街中に溢れる建築石材の古生物学の教材

としてのポテンシャルの高さである．本稿ではア

ンモナイトを例に紹介したが，ほかの様々な分類

群の化石についても古生物学的事象が認識される

ことで，岩石中に含まれる化石の教育的価値がさ

らに高まること・教育材料としてさらに広く活用

されるようになることを祈っている．
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